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	 みなさんはトゲウオという魚を知っていますか？厚岸町や周辺の地域だと，「トンギョ」

と言えばわかる方も多いのではないでしょうか？厚岸町周辺の湿原には，5種類ものトゲウ
オが住んでいます．これら 5種は，一生を川や湖で過ごす種類(河川・湖沼性），サケやマス
のように海で成長して川や湖に繁殖のために上ってくる種類(遡河回遊性)，また，両方のタ
イプがいる種類，というように種類によって実に様々なタイプの生活をしています．もとも

と同じ祖先から分かれてきたトゲウオの仲間なのに，どうしてこのような生活タイプの違

いが生まれたのでしょうか？これまでの研究から，種類による生活タイプの違いは，遡河回

遊性に近い生活をしていた種類から河川・湖沼性の種類が進化することで生まれたと考え

られています．しかし，少なくとも一生のある時期を海で過ごしていた魚がどうして河川や

湖で一生を過ごすようになったのか？また，種の中や種の間で生活タイプに違いがあるこ

とによって，どのようなことが起こるのか？といった点については明らかになっていませ

ん． 
そこで私達はまず，河川・湖沼性と遡河回遊性の両方の生活タイプが出現する種(イトヨ

太平洋型)に注目しました．なぜなら，この種は，遡河回遊性の種から河川・湖沼性の種が
生まれる中間的な状態にあると考えられるからです．そして，同じ年に同じ場所で生まれた

稚魚のうち，どのような個体が海へと降り，どのような個体がそのまま川や湖にとどまるの

かを調査しました．調査の結果，海へと降る個体は，稚魚の中でも小さな個体であることが

わかりました．海というのは，栄養が多くより大きく成長することが出来ますが，河川に比

べて敵が多く危険なため，生き残ることが大変な環境だと考えられています．そのため，同

じ年に同じ場所で生まれた稚魚のうち，成長の良かった大型の個体は河川にそのままとど

まるのに対し，小型の個体は，成長の悪さを取り戻すために危険な海へと移動していること

が明らかになりました．これらの結果から，子供を残すのに十分な成長が出来た大きな個体

が，わざわざ危険な海へと降らずにそのまま安全な河川で暮らしだしたことが，イトヨ太平

洋型のなかに，河川・湖沼性の個体が出現するようになった原因だと考えられました． 
また，イトヨ太平洋型では，生活のタイプが違うと同じ種類なのに繁殖行動がうまく行え

ない場合があることが明らかになりました．さらに，イトヨ太平洋型(遡河回遊性と河川・
湖沼性が存在)とイトヨ日本海型(遡河回遊性のみ存在)の間には巣の形などに関していくつ
かの違いがあることが明らかとなりました．これらのことから，生活タイプの違いは種の中

や種の間での多様性を生み出すことにつながっているのではないかと考えられました． 


